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開催日：2021年11月５日（金）

2021年11月５日にアナリスト・機関投資家の方々を対象とした
「2022年３月期第２四半期 決算説明会」を開催いたしました。
決算概要、業績予想、第10次中期経営計画（NEXT 1800）進捗状況について
説明いたしました。
内容につきましては、次ページ以降に掲載しておりますのでご覧ください。

2022年３月期第２四半期 決算説明会
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2022年3月期 第2四半期 決算説明資料

2021年11月5日
サンワテクノス株式会社
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本資料取扱い上の注意点

• この資料には、当社の将来についての計画や戦略、業績
に関する予想見通しの記述が含まれています。

• これらの記述は、現時点における情報に基づき判断した
ものであり、マクロ経済や当社の関連する業界動向、
新たな技術の進展等により変動することがあり得ます。

• 従いまして、実際の業績等が記載の予想数値と異なる
可能性がありますことをご承知おき下さい。
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◼ 2022年3月期 第2四半期 決算概要

◼ 2022年3月期 業績予想

◼ 第10次中期経営計画「NEXT 1800」
の進捗状況について
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◼ 2022年3月期 第2四半期 決算概要

◼ 2022年3月期 業績予想

◼ 第10次中期経営計画「NEXT 1800」
の進捗状況について
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連結決算の概要について

（単位：百万円）

前第２四半期
累計期間

当第２四半期
累計期間

増減額
対前年同四半期

増減率

売上高
(※ 会計方針変更前)

61,813 70,978
(78,580)

9,165
(16,767)

14.8％
(27.1%)

営業利益 900 2,108 1,208 134.2％

経常利益 1,020 2,195 1,174 115.0％

親会社株主に帰属
する四半期純利益

705 1,551 845 119.7％

1株当たり
四半期純利益

44.75円 98.23円 53.48円 119.5％

・前年同期比で増収増益

【連結決算の概要について】
新型コロナウイルス感染再拡大の影響で、依然として企業活動、経済活動が抑制される状
況が継続されました。一方で、輸出の増加や、生産設備の自動化・高度化への投資が積極
的に行われたことなどを背景に、景気は持ち直しの動きが続いております。また、半導体
をはじめとする部材の供給不足による生産影響を考慮した先行手配などもあり、需要は総
じて高い水準で推移いたしました。 （※ 会計方針の変更＝ 収益認識に関する会計基準）
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0
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21/3月期2Q 22/3月期2Q

その他 欧米 アジア 日本

61,813

70,978

（連結）セグメント別 売上高実績

売 上 高
［百万円］

【増減要因】

【日本】
◇ 産業機械業界向けの電機品、制御機器及び電子

部品、半導体関連業界向けの電気品及び搬送装置、
自動車関連搭載向けの電子部品の販売が増加

◇ FPD関連業界向けの設備機器の販売が減少

【アジア】
◇ 産業機械業界向けの電機品及び電子部品、半導体

関連業界向けの電子部品の販売が増加

【欧米】
◇ 産業機械業界向けの設備機器の販売が増加

365455
※セグメント間の内部売上高又は振替高を除いた売上高で

表示しております。

前期比

106.2%

139.6%

132.0%

会計方針
変更前
54,941

会計方針
変更前
123.2%
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（連結）部門別 売上高 実績
売 上 高

［百万円］

【増減要因】

【電機部門】
◇ 産業機械業界向けの電機品及び制御機器、

半導体関連業界向けの電気品の販売が増加

【電子部門】
◇ 自動車関連搭載向けの電子部品及び産業機械

業界向けの電子部品の販売が増加

【機械部門】
◇ 半導体関連業界向けの搬送装置の販売が増加

◇ FPD関連業界向け設備機器の販売が減少

61,813

70,978
前期比

133.3%

113.1%

89.8%

会計方針
変更前
59,903

会計方針
変更前
129.5%
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1,020

2,195

分類 1

売上総利益率上昇
による総利益UP

△35
営業外

22/3月期 2Q
経常利益

売上高増加
による総利益UP

・人件費の増加
・荷造運搬費の増加 等

販管費増

総利益

（連結）2022年3月期2Q 経常損益分析

998

1,033

△821

（単位：百万円）

経常利益（1,175百万円）

21/3月期 2Q
経常利益

総利益
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2,567

4,340
売上総利益率上昇
による総利益UP

△280
営業外

22/3月期
経常利益

（業績予想）

売上高増加
による総利益UP

・人件費の増加
・荷造運搬費の増加
・出張費の増加 等

販管費増

総利益

（連結）2022年3月期通期 経常損益分析

1,476

2,174
△1,597

（単位：百万円）

経常利益（1,773百万円）

21/3月期
経常利益

総利益
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（個別）業界別 売上高増減推移表

得意先
（業界）

増減推移（矢印） 及び 増減率（％）

2019/下 2020/上 2020/下 2021/上

ＦＡ・産業機器 － -5% 10% 22%

自動車（車載） － -19% 44% -23%

半導体・液晶 21% -13% － 14%

社会インフラ 16% -20% － -9%

情報・通信 10% -21% 96% -41%

医療機器 -9% -6% 10% 7%

アミューズメン
ト

-19% -47% -21% －

環境・エネル
ギー

－ -25% － 13%

セキュリティ -37% － -7% -46%

食品
1928

%
-76% -88% 7%

その他 － － 44% 15%

41.0%

18.2%

9.6%2.7%

1.5%
1.1%

1.1%

0.0%

0.0%

22.7%

2021/上 シェア率

35.0%

22.0%

11.0%

19.0%

2019/下 シェア率
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◼ 2022年3月期 第2四半期 決算概要

◼ 2022年3月期 業績予想

◼ 第10次中期経営計画「NEXT 1800」
の進捗状況について
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業績予想について （単位：百万円）

【2022年3月期の見通し】
新型コロナウイルス感染症の影響や半導体をはじめとする部材の供給不足など、依然不透明な
状況が続くことが予想されますが、第2四半期連結累計期間の実績及び今後の市場環境の動向な
どを踏まえて、2021年5月7日に公表した通期連結業績予想を修正いたしました。

2021年3月期
2022年3月期

業績予想
対前期増減率

売 上 高
(※ 会計方針変更前)

134,769 148,700
(164,885)

10.3％
(22.3%)

営業利益 2,152 4,200 95.1％

経常利益 2,567 4,340 69.0％

親会社株主に帰属する
当期純利益

1,786 3,040 70.2％

（業績予想の前提となる為替レート １米ドル＝111.92円 １ユーロ＝129.86円 1中国元＝17.26円）

（※ 会計方針の変更＝ 収益認識に関する会計基準）



12

（連結）セグメント別 受注金額 推移グラフ
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140,000

2017/下 2018/上 2018/下 2019/上 2019/下 2020/上 2020/下 2021/上

受注金額

サンワテクノス 欧米 中国（SH・HK･SZ） その他アジア 合計

［単位：百万円］
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105,371 
114,801 

138,455 134,302 
123,277 119,628 

148,700 

377 

1,810 

8,304 11,108 

14,666 15,141 

16,185 

0

30,000

60,000

90,000

120,000

150,000

180,000

16/3月期 17/3月期 18/3月期 19/3月期 20/3月期 21/3月期 22/3月期

（連結）売上高推移

（有償支給取引に係る売上高の純額表示）

純額表示 有償支給品

売 上 高
［百万円］

予想

145,410

116,611

146,759

105,748

137,943 134,769

164，885

前年比
22.3%増
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海外現地法人 売上高推移（単位：百万円）

27.6%
海外事業の
売上高比率

26.1% 26.6%28.5%27.8%29.3%30.1%27.1%25.3%21.2% 32.6%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

12/3月期 13/3月期 14/3月期 15/3月期 16/3月期 17/3月期 18/3月期 19/3月期 20/3月期 21/3月期 22/3月期

(予想)

中国

その他 アジア

北米

欧州

－上海、香港、深圳

－シンガポール、台湾、マレーシア、タイ

インドネシア、フィリピン、ベトナム

－アメリカ，メキシコ

－ヨーロッパ

18,976

76%

13%

8%

3%

74%

14%

9%

3%

22,335

77%
75% 69%

66%

68%

64%
63% 67%

68%

13%

15%

19% 19%

17%

21%

21%

20%

22%
7%

7%

9% 13%

9%

12%

13%7%

8%

2%

2%

3%
3%

5%

3%

3%

4%

27,476

33,500

30,922
32,411

41,842
40,101

36,036 35,867

4%

48,489

※セグメント間の内部売上高又は振替高を除いた売上高で表示しております。
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配当金の推移

期 第2四半期末 期末 年間
配当性向

連結

１８/３月期 １４円 １６円 ３０円 13.5％

１９/３月期 １７円 １７円 ３４円 20.7％

２０/３月期 １７円 １７円 ３４円 40.4％

２１/３月期 １７円 １７円 ３４円 30.0％

２２/３月期 １７円
１７円

（予想）

３４円

(予想)

17.7%

(予想)

当社は、株主の皆様に対して安定した配当を継続するとともに、業績の進展状況
により今後も増配などを実施して行くことを目指して参ります。
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◼ 2022年3月期 第2四半期 決算概要

◼ 2022年3月期 業績予想

◼ 第10次中期経営計画「NEXT 1800」

の進捗状況について
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（連結）売上高及び経常利益推移

第10次中期経営計画「NEXT 1800」の進捗状況について

【売上高】

【経常利益】

Challenge 1500 NEXT 1800
164,885

(会計方針変更前)
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第10次中期経営計画「NEXT 1800」の進捗状況について

１．

２．

３．

４．
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売上高(上期) 売上高(下期) 売上総利益率

【商談事例】

➢ 基板穴あけ装置 制御盤
（半導体関連業界向け）

➢ 組立ライン改造 (自動車業界向け)

➢ ライン増速改造（半導体関連業界向け）

➢ 検査装置更新（製紙業界向け）

➢ 部品搬送ライン（自動車業界向け）

エンジニアリング事業について

第10次中期経営計画「NEXT 1800」の進捗状況について

約95億円

約126億円

約124億円
約120億円

単位：百万円

１－①

約42億円
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ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙSCMｿﾘｭｰｼｮﾝ事業について

第10次中期経営計画「NEXT 1800」の進捗状況について

１－②

【商談事例】

－実績－
◆放送機器メーカー 中国工場→ベトナムへの

移管案件 2.0億円/年

◆サーボモータメーカー アメリカ工場への
SCM案件 3.0億円/年

－商談－
◆医療機器メーカーの中国工場へのSCM案件

2.4億円/年

◆半導体検査装置メーカーへのマレーシア
現地生産に伴う現地調達化案件 3.0億円/年

◆産業用加工レーザー機器メーカーの中国工場
へのSCM案件 1.0億円/年

◆DCモータメーカーのフィリピン工場での
現地調達化案件 2.0億円/年

グローバルSCMソリューション 売上高推移
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第10次中期経営計画「NEXT 1800」の進捗状況について

◆営業所の開設
優良顧客と『新しい密』の構築を目的に「スマート営業所」を金沢に開設
北九州・盛岡にも開設を予定
（海外ではインド、中国武漢・青島への開設検討中）

◆ICT活用による働き方改革
ニューノーマルな働き方改革に柔軟に対応

◆ＳＤＧｓへの取り組み
・社内にSDGsアンバサダーを設置し、浸透活動を実施
・既存ビジネスの環境・エネルギー分野の見直し

◆経営人材の育成
グローバルネクストリーダー研修、サンワ１００年を描く未来討論会、
ビジョン・中期経営計画策定委員会を開催

２

３

４
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グレートリカバリー（大回復）に向けた
新たなサンワテクノスの挑戦！

① コロナ禍の克服とニューノーマル市場の獲得

② DXを活用した戦略の構築とその実施体制の完成

③既存ビジネスの深耕による確実な成果のアウトプット
と新規ビジネスの開拓、事業ポートフォリオの見直し

2021年度 会社方針
（第10次中期経営計画 最終年度）
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以上のように、高い成長性・収益性・安定性を
求めて、経営に努力してまいりますので、今後も
一層のご支援を賜りたくお願い申し上げます。


